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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接続端子と発光部とを有する照明装置であって、
　前記発光部は、一対の電極間に絶縁膜及びＥＬ層を挟んでなる複数の発光セグメントを
マトリクス状に有し、
　前記複数の発光セグメントは、第１の発光セグメント乃至第３の発光セグメントを有し
、
　前記一対の電極は、上部に配置された陽極と、下部に配置された陰極とを有し、
　前記一対の電極は、発光セグメント毎にそれぞれ分離して形成され、
　前記第１の発光セグメントの陽極は、前記絶縁膜のコンタクトホールを介して、前記第
２の発光セグメントの陰極と電気的に接続され、
　前記第２の発光セグメントの陽極は、前記絶縁膜のコンタクトホールを介して、前記第
３の発光セグメントの陰極と電気的に接続され、
　前記第１の発光セグメント乃至前記第３の発光セグメントが、それぞれ有する、陰極の
面積は、等しく、
　前記第１の発光セグメント乃至前記第３の発光セグメントが、それぞれ有する、発光領
域の面積は、異なることを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　接続端子と発光部とを有する照明装置であって、
　前記発光部は、一対の電極の間に絶縁膜及びＥＬ層を挟んでなる複数の発光セグメント
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をマトリクス状に有し、
　前記複数の発光セグメントは、第１の発光セグメント乃至第３の発光セグメントを有し
、
　前記一対の電極は、上部に配置された陽極と、下部に配置された陰極とを有し、
　前記一対の電極は、発光セグメント毎にそれぞれ分離して形成され、
　前記第１の発光セグメントの陽極は、前記絶縁膜のコンタクトホールを介して、前記第
２の発光セグメントの陰極と電気的に接続され、
　前記第２の発光セグメントの陽極は、前記絶縁膜のコンタクトホールを介して、前記第
３の発光セグメントの陰極と電気的に接続され、
　前記第１の発光セグメント乃至前記第３の発光セグメントが、それぞれ有する、陰極の
面積は、等しく、
　前記第１の発光セグメント乃至前記第３の発光セグメントが、それぞれ有する、前記Ｅ
Ｌ層と重なる位置における前記絶縁膜の開口部の面積は、異なることを特徴とする照明装
置。
【請求項３】
　請求項１又は２において、
　前記第１の発光セグメント乃至前記第３の発光セグメントからは、それぞれ、異なる発
光色が示されることを特徴とする照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は静止画を表示することができる照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、ＥＬを利用した発光素子の用途として、動画表示が可能なディスプレイを含む表
示装置や照明装置などがある。表示装置においては、視認性の高さや薄型軽量化が可能で
あることがＥＬを利用した発光素子を用いる上での大きな利点となっており、また、照明
装置においては、発光素子を膜状に形成できるために面光源が容易に得られることや、大
面積化が図れること等が特に有効である。
【０００３】
　なお、表示装置においては、動画表示への期待が大きく、より高精細な画像表示の実現
のために発光素子だけでなく、表示領域に形成されるＴＦＴ等の構造、回路設計、また駆
動方法等、多方面に渡って開発が進められている。（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　また、照明装置においては、空間を光で照らして明るくするだけではなく、空間演出や
インテリアとしての用途の可能性も期待されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－２３７５７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　照明装置の用途を拡大する観点から、ディスプレイなどの表示装置のように照明装置に
おいても所望の表示を可能とすることが考えられる。しかし、照明装置において表示機能
は主たる機能ではないため、ＴＦＴなどの素子や駆動回路を設けて画像表示を行うことは
構成が複雑になるため好ましくない。
【０００７】
　そこで、本発明の一態様としては、照明装置の発光部にＴＦＴなどの素子を設けること
なく所望の表示が可能な照明装置を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様は、照明装置の発光部に一対の電極（陽極と陰極）の間にＥＬ層を挟ん
で形成される複数の発光セグメントをマトリクス状に形成し、各発光セグメントの発光領
域から所望の発光輝度が得られるように発光領域の面積を適宜変えることにより、階調表
示を行い、外部からの単一電源のみで静止画像が表示できる照明装置である。
【０００９】
　従って、本発明の一態様である照明装置の構成は、接続端子と発光部とを有する照明装
置であって、発光部は、一対の電極の間にＥＬ層を挟んでなる複数の発光セグメントをマ
トリクス状に有し、複数の発光セグメントには、発光領域の面積が異なる発光セグメント
が含まれることを特徴とする照明装置である。
【００１０】
　また、本発明の一態様である照明装置の別の構成は、接続端子と発光部とを有する照明
装置であって、発光部は、一対の電極の間に絶縁膜およびＥＬ層を挟んでなる複数の発光
セグメントをマトリクス状に有し、ＥＬ層と重なる位置における絶縁膜の複数の開口部の
形状もしくは面積を変えることにより、複数の発光セグメントには、発光領域の面積が異
なる発光セグメントが含まれることを特徴とする照明装置である。
【００１１】
　また、本発明の一態様である照明装置の別の構成は、接続端子と発光部とを有する照明
装置であって、発光部は、一対の電極間にＥＬ層を挟んでなる複数の発光セグメントをマ
トリクス状に有し、一対の電極は、発光セグメント毎にそれぞれ分離して形成され、第１
の発光セグメントの陽極は、第２の発光セグメントの陰極と電気的に接続され、第１の発
光セグメントの陰極は、第３の発光セグメントの陽極と電気的に接続され、複数の発光セ
グメントには、発光領域の面積が異なる発光セグメントが含まれることを特徴とする照明
装置である。
【００１２】
　また、本発明の一態様である照明装置の別の構成は、接続端子と発光部とを有する照明
装置であって、発光部は、一対の電極の間に絶縁膜およびＥＬ層を挟んでなる複数の発光
セグメントをマトリクス状に有し、一対の電極は、発光セグメント毎にそれぞれ分離して
形成され、第１の発光セグメントの陽極は、第２の発光セグメントの陰極と電気的に接続
され、第１の発光セグメントの陰極は、第３の発光セグメントの陽極と電気的に接続され
、ＥＬ層と重なる位置における絶縁膜の複数の開口部の形状もしくは面積を変えることに
より、複数の発光セグメントには、発光領域の面積が異なる発光セグメントが含まれるこ
とを特徴とする照明装置である。
【００１３】
　また、本発明の一態様である照明装置の別の構成は、接続端子と発光部とを有する照明
装置であって、発光部は、一対の電極の間にＥＬ層を挟んでなる複数の発光セグメントを
マトリクス状に有し、複数の発光セグメントには、発光領域の面積が異なる発光セグメン
トが含まれており、複数の発光セグメントが発光することにより、発光部が映像、模様、
色彩若しくはこれらの結合を映し出すことを特徴とする照明装置である。
【００１４】
　また、本発明の一態様である照明装置の別の構成は、接続端子と発光部とを有する照明
装置であって、発光部は、一対の電極の間にＥＬ層を挟んでなる複数の発光セグメントを
マトリクス状に有し、複数の発光セグメントには、発光領域の面積と、発光色が異なる発
光セグメントが含まれており、複数の発光セグメントが発光することにより、発光部が映
像、模様、色彩若しくはこれらの結合を映し出すことを特徴とする照明装置である。
【００１５】
　上記各構成において、発光領域と重なる位置にカラーフィルタを有し、ＥＬ層には白色
発光を示す材料を用いることを特徴とする。
【００１６】
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　さらに、上記各構成において、絶縁膜の開口部に形成されるＥＬ層は、発光セグメント
によって異なる発光色を示す材料を用いることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の一態様である照明装置を作製することにより、発光部にＴＦＴなどの素子を設
けることなく所望の表示が可能な照明装置を作製することができるので、作製プロセスを
容易にすると共に歩留まりを向上させ、さらに製造コストを低減させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一態様である照明装置について説明する図。
【図２】本発明の一態様である照明装置について説明する図。
【図３】本発明の一態様である照明装置の作製方法について説明する図。
【図４】本発明の一態様である照明装置の作製方法について説明する図。
【図５】本発明の一態様である照明装置の作製方法について説明する図。
【図６】本発明の一態様である照明装置について説明する図。
【図７】本発明の一態様である照明装置について説明する図。
【図８】本発明の一態様である照明装置について説明する図。
【図９】本発明の一態様である照明装置について説明する図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の態様について図面を用いて詳細に説明する。但し、本発明は以下
の説明に限定されず、本発明の趣旨及びその範囲から逸脱することなくその形態及び詳細
を様々に変更し得ることは当業者であれば容易に理解される。従って、本発明は以下に示
す実施の形態の記載内容に限定して解釈されるものではない。
【００２０】
（実施の形態１）
　本実施の形態では、本発明の一態様である照明装置の構成について図１、図２を用いて
説明する。
【００２１】
　図１（Ａ）には、照明装置の上面図を示す。照明装置１０１は、接続端子１０２と発光
部１０４とを有している。また、発光部１０４には、第１の電極と第２の電極（すなわち
、陰極と陽極）との間にＥＬ層を挟んでなる発光セグメントが縦横に格子状に規則正しく
並んだ状態（所謂、マトリクス状）で複数形成されている。
【００２２】
　接続端子１０２は、発光部１０４に形成された発光セグメントの第１の電極および第２
の電極をそれぞれ外部電源と接続するための端子である。なお、接続端子は、図１（Ａ）
に示す構造に限らず、２端子以上であってもよい。また、ここでいう発光セグメントとは
、ディスプレイでいう画素に相当するものである。
【００２３】
　図１（Ｂ）には、図１（Ａ）における発光部１０４の一部を示す。すなわち、発光部１
０４にマトリクス状に複数形成される発光セグメント（１０３ａ、１０３ｂ、１０３ｃ）
の発光領域（１０５ａ、１０５ｂ、１０５ｃ）の面積がそれぞれ異なっていても良いこと
を示す。なお、ここでいう発光領域とは、ひとつの発光セグメントからの発光が得られる
領域のことを示す。
【００２４】
　さらに、図１（Ｂ）に示す上面図の破線Ａ－Ａ’における断面図を図１（Ｃ）に示す。
すなわち、発光セグメントは、基板１０６上に形成された第１の電極１０７と、ＥＬ層１
０８と、第２の電極１０９とが順次積層されることにより形成されている。なお、ＥＬ層
１０８は、第１の電極１０７上に複数の開口部（１１１ａ、１１１ｂ、１１１ｃ）を有し
て形成された絶縁膜１１０上に形成されており、絶縁膜１１０の複数の開口部（１１１ａ
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、１１１ｂ、１１１ｃ）において、第１の電極１０７と、ＥＬ層１０８と、第２の電極１
０９とが接して積層されているため、絶縁膜１１０における複数の開口部のそれぞれの形
状によって、それぞれの発光セグメントの発光領域の形状が決まる。従って、本発明の一
態様である照明装置では、発光部１０４の全体に発光セグメントがマトリクス状に複数形
成されており、各発光セグメントの輝度は、絶縁膜１１０における複数の開口部の形状に
よって決められる。さらに、開口部を設けないことにより所定の発光セグメントを非発光
とすることもできる。
【００２５】
　図１（Ｃ）に示すように第１の電極１０７および第２の電極１０９は、連続的な膜で形
成されているため、異なる発光セグメントであっても各発光セグメントの第１の電極１０
７同士、または第２の電極１０９同士がそれぞれ電気的に接続されている。しかし、ＥＬ
層１０８は、連続的な膜で形成されていても絶縁膜１１０が形成されている部分において
、第１の電極１０７と接することなく形成され、第１の電極１０７からのキャリアの注入
が得られないため、絶縁膜１１０上、すなわち隣り合う発光セグメントの間では、発光し
ない。
【００２６】
　なお、絶縁膜１１０に複数形成される開口部（１１１ａ、１１１ｂ、１１１ｃ）におい
て、それぞれの発光セグメントが形成されるが、発光セグメントの発光領域（１０５ａ、
１０５ｂ、１０５ｃ）は、絶縁膜１１０の開口部（１１１ａ、１１１ｂ、１１１ｃ）の面
積（形状も含む）によって決まるため、発光セグメント毎に所望の発光領域が得られるよ
うに面積（形状も含む）を変えて絶縁膜１１０の開口部（１１１ａ、１１１ｂ、１１１ｃ
）を形成する。
【００２７】
　なお、発光セグメントにおける発光領域（１０５ａ、１０５ｂ、１０５ｃ）の面積を変
えることにより、図２に示す発光部１０４のように発光セグメント毎に発光輝度（ｃｄ／
ｃｍ２）を変えることができる。
【００２８】
　従って、照明装置１０１の発光部１０４において、複数の発光セグメントがマトリクス
状に形成されている場合、各発光セグメントから所望の発光輝度が得られるように、絶縁
膜１１０の開口部（１１１ａ、１１１ｂ、１１１ｃ）の面積（形状も含む）を変えて形成
することにより、照明装置１０１の発光部１０４において、所望の静止画像が表示できる
階調表示を行うことができる。なお、絶縁膜の開口部の形成においては、従来の半導体プ
ロセスを利用した微細化を図ることができるので、高精細な静止画像の表示も可能である
。
【００２９】
　また、表示する静止画像は、絶縁層のパターンを変更して開口部の面積を変えることで
、変更することが可能である。１層のみのパターン変更で、表示画像を変更できるため、
表示画像変更に伴う追加コストが少なくすることが可能である。なお、開口部の形成は、
スクリーン印刷などの印刷法を使用すると、表示画像変更の際のコストが更に低減できる
ため好ましい。
【００３０】
（実施の形態２）
　本実施の形態では、本発明の一態様である照明装置の作製方法について図３～図５を用
いて説明する。
【００３１】
　図３に示すように基板２０６上に第１の電極２０７を形成する。
【００３２】
　なお、基板２０６には、例えばガラス、石英、又はプラスチックなどを用いることがで
きる。また可撓性基板を用いてもよい。可撓性基板とは、曲げることができる（フレキシ
ブル）基板のことであり、例えば、ポリカーボネート、ポリアリレート、ポリエーテルス
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ルフォンからなるプラスチック基板等が挙げられる。また、フィルム（ポリプロピレン、
ポリエステル、ポリフッ化ビニル、ポリ塩化ビニル等からなる）、無機蒸着フィルムなど
を用いることもできる。なお、発光素子の作製工程において支持体として機能するもので
あれば、これら以外のものでもよい。
【００３３】
　また、基板２０６上に形成される第１の電極２０７には、金属、合金、電気伝導性化合
物、およびこれらの混合物などを用いることができる。具体的には、酸化インジウム－酸
化スズ（ＩＴＯ：Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）、珪素若しくは酸化珪素を含有し
た酸化インジウム－酸化スズ、酸化インジウム－酸化亜鉛（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｚｉｎｃ　Ｏ
ｘｉｄｅ）、酸化タングステン及び酸化亜鉛を含有した酸化インジウム、金（Ａｕ）、白
金（Ｐｔ）、ニッケル（Ｎｉ）、タングステン（Ｗ）、クロム（Ｃｒ）、モリブデン（Ｍ
ｏ）、鉄（Ｆｅ）、コバルト（Ｃｏ）、銅（Ｃｕ）、パラジウム（Ｐｄ）、チタン（Ｔｉ
）の他、、元素周期表の第１族または第２族に属する元素、すなわちリチウム（Ｌｉ）や
セシウム（Ｃｓ）等のアルカリ金属、およびカルシウム（Ｃａ）、ストロンチウム（Ｓｒ
）等のアルカリ土類金属、マグネシウム（Ｍｇ）、およびこれらを含む合金（ＭｇＡｇ、
ＡｌＬｉ）、ユウロピウム（Ｅｕ）、イッテルビウム（Ｙｂ）等の希土類金属およびこれ
らを含む合金等を用いることができる。
【００３４】
　なお、これらの材料を用いた第１の電極２０７は、通常スパッタリング法を用いて形成
されるが、真空蒸着法、ＣＶＤ法、塗布法、インクジェット法、印刷法、スピンコート法
などにより形成してもよい。
【００３５】
　次に、第１の電極２０７上に絶縁膜２１０を形成する。
【００３６】
　絶縁膜２１０の材料としては、珪素の酸化物や珪素の窒化物等の無機材料（例えば、酸
化珪素、窒化珪素、酸化窒化珪素、窒化酸化珪素等）、ポリイミド、ポリアミド、ベンゾ
シクロブテン系樹脂、アクリル樹脂、エポキシ樹脂等の有機材料やシロキサン材料等を用
いることができる。また、これらの材料を用いて、単層または積層で絶縁膜２１０を形成
することができる。
【００３７】
　なお、これらの材料を用いた絶縁膜２１０は、ＣＶＤ法、スパッタリング法、ＳＯＧ法
、液滴吐出法、印刷法等により形成することができる。
【００３８】
　また、絶縁膜２１０は面積の異なる開口部を複数有しており、開口部は、マスクを用い
たエッチング処理により形成することができる。なお、エッチング方法としては、ウエッ
トエッチング法でもドライエッチング法でも良い。また、スクリーン印刷等の印刷法で形
成しても良く、この場合には工程数が削減できて好ましい。
【００３９】
　図３（Ａ）における発光部２１５の部分拡大図である発光部２１５ａにおいて、破線Ｂ
－Ｂ’の断面図を図３（Ｂ）に示すが、開口部を有する絶縁膜２１０により、発光セグメ
ント（２０５ａ、２０５ｂ、２０５ｃ）毎に発光領域の面積が異なるように形成されてい
る。なお、図３（Ｂ）では、各発光セグメント（２０５ａ、２０５ｂ、２０５ｃ）の開口
部（２１１ａ、２１１ｂ、２１１ｃ）の大きさは、破線Ｂ－Ｂ’の断面で見たときに、そ
れぞれ異なる様子を示す。
【００４０】
　また、図３（Ａ）における破線Ｃ－Ｃ’の断面図を図３（Ｃ）に示すが、端部２１２で
は、第１の電極２０７の一部が露出した構造となり、後に形成される接続端子を介して外
部と電気的に接続される。なお、端部２１３は、第１の電極２０７が絶縁膜２１０に覆わ
れた構造である。
【００４１】
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　次に、図４に示すようにＥＬ層２０８を形成する。ＥＬ層２０８は、第１の電極２０７
および絶縁膜２１０上に形成する。
【００４２】
　なお、ＥＬ層２０８には、公知の物質を用いることができ、低分子系化合物および高分
子系化合物のいずれを用いることもできる。なお、ＥＬ層２０８を形成する物質には、有
機化合物のみから成るものだけでなく、無機化合物を一部に含む構成も含めるものとする
。
【００４３】
　ＥＬ層２０８は、正孔注入性の高い物質を含んでなる正孔注入層、正孔輸送性の高い物
質を含んでなる正孔輸送層、発光物質を含む発光層、電子輸送性の高い物質を含んでなる
電子輸送層、電子注入性の高い物質を含んでなる電子注入層、電荷を発生する物質を含ん
でなる電荷発生層などを適宜組み合わせて積層することにより形成することができる。
【００４４】
　正孔注入層を形成する場合には、正孔注入性の高い物質を用いることができる。例えば
、モリブデン酸化物やバナジウム酸化物、ルテニウム酸化物、タングステン酸化物、マン
ガン酸化物等を用いることができる。この他、フタロシアニン（略称：Ｈ２Ｐｃ）や銅フ
タロシアニン（略称：ＣｕＰｃ）等のフタロシアニン系の化合物、或いはポリ（３，４－
エチレンジオキシチオフェン）／ポリ（スチレンスルホン酸）（ＰＥＤＯＴ／ＰＳＳ）等
の高分子等を用いることができる。
【００４５】
　正孔輸送層を形成する場合には、正孔輸送性の高い物質を用いることができる。正孔輸
送性の高い物質としては、低分子の有機化合物としては、ＮＰＢ（またはα－ＮＰＤ）、
ＴＰＤ、４，４’－ビス［Ｎ－（９，９－ジメチルフルオレン－２－イル）－Ｎ－フェニ
ルアミノ］ビフェニル（略称：ＤＦＬＤＰＢｉ）、４，４’－ビス［Ｎ－（スピロ－９，
９’－ビフルオレン－２－イル）－Ｎ―フェニルアミノ］ビフェニル（略称：ＢＳＰＢ）
などの芳香族アミン化合物を用いることができる。その他にもＰＶＫ、ＰＶＴＰＡ、ＰＴ
ＰＤＭＡ、Ｐｏｌｙ－ＴＰＤなどの高分子化合物を用いることもできる。なお、ここに述
べた物質は、主に１０－６ｃｍ２／Ｖｓ以上の正孔移動度を有する物質であるが、電子よ
りも正孔の輸送性の高い物質であれば、これら以外のものを用いてもよい。なお、正孔輸
送性の高い物質を含む層は、単層のものだけでなく、上記物質からなる層が２層以上積層
したものとしてもよい。
【００４６】
　発光層を形成する場合には、発光物質を用いて形成する。発光物質としては、例えば、
蛍光を発光する蛍光性化合物や、燐光を発光する燐光性化合物を用いることができる。
【００４７】
　発光層に用いる蛍光性化合物としては、例えば、Ｎ，Ｎ’－ビス［４－（９Ｈ－カルバ
ゾール－９－イル）フェニル］－Ｎ，Ｎ’－ジフェニルスチルベン－４，４’－ジアミン
（略称：ＹＧＡ２Ｓ）、４－（９Ｈ－カルバゾール－９－イル）－４’－（１０－フェニ
ル－９－アントリル）トリフェニルアミン（略称：ＹＧＡＰＡ）、４－（９Ｈ－カルバゾ
ール－９－イル）－４’－（９，１０－ジフェニル－２－アントリル）トリフェニルアミ
ン（略称：２ＹＧＡＰＰＡ）、Ｎ，９－ジフェニル－Ｎ－［４－（１０－フェニル－９－
アントリル）フェニル］－９Ｈ－カルバゾール－３－アミン（略称：ＰＣＡＰＡ）、ペリ
レン、２，５，８，１１－テトラ－ｔｅｒｔ－ブチルペリレン（略称：ＴＢＰ）、４－（
１０－フェニル－９－アントリル）－４’－（９－フェニル－９Ｈ－カルバゾール－３－
イル）トリフェニルアミン（略称：ＰＣＢＡＰＡ）、Ｎ，Ｎ’’－（２－ｔｅｒｔ－ブチ
ルアントラセン－９，１０－ジイルジ－４，１－フェニレン）ビス［Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－ト
リフェニル－１，４－フェニレンジアミン］（略称：ＤＰＡＢＰＡ）、Ｎ，９－ジフェニ
ル－Ｎ－［４－（９，１０－ジフェニル－２－アントリル）フェニル］－９Ｈ－カルバゾ
ール－３－アミン（略称：２ＰＣＡＰＰＡ）、Ｎ－［４－（９，１０－ジフェニル－２－
アントリル）フェニル］－Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－トリフェニル－１，４－フェニレンジアミン
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（略称：２ＤＰＡＰＰＡ）、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’，Ｎ’’，Ｎ’’，Ｎ’’’，Ｎ’’’
－オクタフェニルジベンゾ［ｇ，ｐ］クリセン－２，７，１０，１５－テトラアミン（略
称：ＤＢＣ１）、クマリン３０、Ｎ－（９，１０－ジフェニル－２－アントリル）－Ｎ，
９－ジフェニル－９Ｈ－カルバゾール－３－アミン（略称：２ＰＣＡＰＡ）、Ｎ－［９，
１０－ビス（１，１’－ビフェニル－２－イル）－２－アントリル］－Ｎ，９－ジフェニ
ル－９Ｈ－カルバゾール－３－アミン（略称：２ＰＣＡＢＰｈＡ）、Ｎ－（９，１０－ジ
フェニル－２－アントリル）－Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－トリフェニル－１，４－フェニレンジア
ミン（略称：２ＤＰＡＰＡ）、Ｎ－［９，１０－ビス（１，１’－ビフェニル－２－イル
）－２－アントリル］－Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－トリフェニル－１，４－フェニレンジアミン（
略称：２ＤＰＡＢＰｈＡ）、９，１０－ビス（１，１’－ビフェニル－２－イル）－Ｎ－
［４－（９Ｈ－カルバゾール－９－イル）フェニル］－Ｎ－フェニルアントラセン－２－
アミン（略称：２ＹＧＡＢＰｈＡ）、Ｎ，Ｎ，９－トリフェニルアントラセン－９－アミ
ン（略称：ＤＰｈＡＰｈＡ）クマリン５４５Ｔ、Ｎ，Ｎ’－ジフェニルキナクリドン、（
略称：ＤＰＱｄ）、ルブレン、５，１２－ビス（１，１’－ビフェニル－４－イル）－６
，１１－ジフェニルテトラセン（略称：ＢＰＴ）、２－（２－｛２－［４－（ジメチルア
ミノ）フェニル］エテニル｝－６－メチル－４Ｈ－ピラン－４－イリデン）プロパンジニ
トリル（略称：ＤＣＭ１）、２－｛２－メチル－６－［２－（２，３，６，７－テトラヒ
ドロ－１Ｈ，５Ｈ－ベンゾ［ｉｊ］キノリジン－９－イル）エテニル］－４Ｈ－ピラン－
４－イリデン｝プロパンジニトリル（略称：ＤＣＭ２）、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラキ
ス（４－メチルフェニル）テトラセン－５，１１－ジアミン（略称：ｐ－ｍＰｈＴＤ）、
７，１４－ジフェニル－Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラキス（４－メチルフェニル）アセナ
フト［１，２－ａ］フルオランテン－３，１０－ジアミン（略称：ｐ－ｍＰｈＡＦＤ）、
２－｛２－イソプロピル－６－［２－（１，１，７，７－テトラメチル－２，３，６，７
－テトラヒドロ－１Ｈ，５Ｈ－ベンゾ［ｉｊ］キノリジン－９－イル）エテニル］－４Ｈ
－ピラン－４－イリデン｝プロパンジニトリル（略称：ＤＣＪＴＩ）、２－｛２－ｔｅｒ
ｔ－ブチル－６－［２－（１，１，７，７－テトラメチル－２，３，６，７－テトラヒド
ロ－１Ｈ，５Ｈ－ベンゾ［ｉｊ］キノリジン－９－イル）エテニル］－４Ｈ－ピラン－４
－イリデン｝プロパンジニトリル（略称：ＤＣＪＴＢ）、２－（２，６－ビス｛２－［４
－（ジメチルアミノ）フェニル］エテニル｝－４Ｈ－ピラン－４－イリデン）プロパンジ
ニトリル（略称：ＢｉｓＤＣＭ）、２－｛２，６－ビス［２－（８－メトキシ－１，１，
７，７－テトラメチル－２，３，６，７－テトラヒドロ－１Ｈ，５Ｈ－ベンゾ［ｉｊ］キ
ノリジン－９－イル）エテニル］－４Ｈ－ピラン－４－イリデン｝プロパンジニトリル（
略称：ＢｉｓＤＣＪＴＭ）などが挙げられる。
【００４８】
　また、発光層に用いる燐光性化合物としては、例えば、ビス［２－（４’，６’－ジフ
ルオロフェニル）ピリジナト－Ｎ，Ｃ２’］イリジウム（ＩＩＩ）テトラキス（１－ピラ
ゾリル）ボラート（略称：ＦＩｒ６）、ビス［２－（４’，６’－ジフルオロフェニル）
ピリジナト－Ｎ，Ｃ２’］イリジウム（ＩＩＩ）ピコリナート（略称：ＦＩｒｐｉｃ）、
ビス［２－（３’，５’－ビストリフルオロメチルフェニル）ピリジナト－Ｎ，Ｃ２’］
イリジウム（ＩＩＩ）ピコリナート（略称：Ｉｒ（ＣＦ３ｐｐｙ）２（ｐｉｃ））、ビス
［２－（４’，６’－ジフルオロフェニル）ピリジナト－Ｎ，Ｃ２’］イリジウム（ＩＩ
Ｉ）アセチルアセトナート（略称：ＦＩｒａｃａｃ）、トリス（２－フェニルピリジナト
）イリジウム（ＩＩＩ）（略称：Ｉｒ（ｐｐｙ）３）、ビス（２－フェニルピリジナト）
イリジウム（ＩＩＩ）アセチルアセトナート（略称：Ｉｒ（ｐｐｙ）２（ａｃａｃ））、
ビス（ベンゾ［ｈ］キノリナト）イリジウム（ＩＩＩ）アセチルアセトナート（略称：Ｉ
ｒ（ｂｚｑ）２（ａｃａｃ））、ビス（２，４－ジフェニル－１，３－オキサゾラト－Ｎ
，Ｃ２’）イリジウム（ＩＩＩ）アセチルアセトナート（略称：Ｉｒ（ｄｐｏ）２（ａｃ
ａｃ））、ビス［２－（４’－パーフルオロフェニルフェニル）ピリジナト］イリジウム
（ＩＩＩ）アセチルアセトナート（略称：Ｉｒ（ｐ－ＰＦ－ｐｈ）２（ａｃａｃ））、ビ
ス（２－フェニルベンゾチアゾラト－Ｎ，Ｃ２’）イリジウム（ＩＩＩ）アセチルアセト
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ナート（略称：Ｉｒ（ｂｔ）２（ａｃａｃ））、ビス［２－（２’－ベンゾ［４，５－α
］チエニル）ピリジナト－Ｎ，Ｃ３’］イリジウム（ＩＩＩ）アセチルアセトナート（略
称：Ｉｒ（ｂｔｐ）２（ａｃａｃ））、ビス（１－フェニルイソキノリナト－Ｎ，Ｃ２’

）イリジウム（ＩＩＩ）アセチルアセトナート（略称：Ｉｒ（ｐｉｑ）２（ａｃａｃ））
、（アセチルアセトナト）ビス［２，３－ビス（４－フルオロフェニル）キノキサリナト
］イリジウム（ＩＩＩ）（略称：Ｉｒ（Ｆｄｐｑ）２（ａｃａｃ））、（アセチルアセト
ナト）ビス（２，３，５－トリフェニルピラジナト）イリジウム（ＩＩＩ）（略称：Ｉｒ
（ｔｐｐｒ）２（ａｃａｃ））、２，３，７，８，１２，１３，１７，１８－オクタエチ
ル－２１Ｈ，２３Ｈ－ポルフィリン白金（ＩＩ）（略称：ＰｔＯＥＰ）、トリス（アセチ
ルアセトナト）（モノフェナントロリン）テルビウム（ＩＩＩ）（略称：Ｔｂ（ａｃａｃ
）３（Ｐｈｅｎ））、トリス（１，３－ジフェニル－１，３－プロパンジオナト）（モノ
フェナントロリン）ユーロピウム（ＩＩＩ）（略称：Ｅｕ（ＤＢＭ）３（Ｐｈｅｎ））、
トリス［１－（２－テノイル）－３，３，３－トリフルオロアセトナト］（モノフェナン
トロリン）ユーロピウム（ＩＩＩ）（略称：Ｅｕ（ＴＴＡ）３（Ｐｈｅｎ））などが挙げ
られる。
【００４９】
　なお、これらの発光物質は、ホスト材料に分散させて用いるのが好ましい。ホスト材料
としては、例えば、ＮＰＢ（略称）、ＴＰＤ（略称）、ＴＣＴＡ（略称）、ＴＤＡＴＡ（
略称）、ＭＴＤＡＴＡ（略称）、ＢＳＰＢ（略称）などの芳香族アミン化合物、ＰＣｚＰ
ＣＡ１（略称）、ＰＣｚＰＣＡ２（略称）、ＰＣｚＰＣＮ１（略称）、ＣＢＰ（略称）、
ＴＣＰＢ（略称）、ＣｚＰＡ（略称）などのカルバゾール誘導体、ＰＶＫ（略称）、ＰＶ
ＴＰＡ（略称）、ＰＴＰＤＭＡ（略称）、Ｐｏｌｙ－ＴＰＤ（略称）などの高分子化合物
を含む正孔輸送性の高い物質や、トリス（８－キノリノラト）アルミニウム（略称：Ａｌ
ｑ）、トリス（４－メチル－８－キノリノラト）アルミニウム（略称：Ａｌｍｑ３）、ビ
ス（１０－ヒドロキシベンゾ［ｈ］キノリナト）ベリリウム（略称：ＢｅＢｑ２）、ビス
（２－メチル－８－キノリノラト）（４－フェニルフェノラト）アルミニウム（略称：Ｂ
Ａｌｑ）など、キノリン骨格またはベンゾキノリン骨格を有する金属錯体、ビス［２－（
２－ヒドロキシフェニル）ベンズオキサゾラト］亜鉛（略称：Ｚｎ（ＢＯＸ）２）、ビス
［２－（２－ヒドロキシフェニル）ベンゾチアゾラト］亜鉛（略称：Ｚｎ（ＢＴＺ）２）
などのオキサゾール系、チアゾール系配位子を有する金属錯体、さらに、２－（４－ビフ
ェニリル）－５－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－１，３，４－オキサジアゾール（
略称：ＰＢＤ）や、１，３－ビス［５－（ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－１，３，４
－オキサジアゾール－２－イル］ベンゼン（略称：ＯＸＤ－７）、９－［４－（５－フェ
ニル－１，３，４－オキサジアゾール－２－イル）フェニル］カルバゾール（略称：ＣＯ
１１）、３－（４－ビフェニリル）－４－フェニル－５－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニ
ル）－１，２，４－トリアゾール（略称：ＴＡＺ）、バソフェナントロリン（略称：ＢＰ
ｈｅｎ）、バソキュプロイン（略称：ＢＣＰ）などの電子輸送性の高い物質を用いること
ができる。
【００５０】
　電子輸送層を形成する場合には、電子輸送性の高い物質を用いて形成する。例えば、例
えば、Ａｌｑ（略称）、Ａｌｍｑ３（略称）、ＢｅＢｑ２（略称）、ＢＡｌｑ（略称）な
ど、キノリン骨格またはベンゾキノリン骨格を有する金属錯体等を用いることができる。
また、この他Ｚｎ（ＢＯＸ）２（略称）、Ｚｎ（ＢＴＺ）２（略称）などのオキサゾール
系、チアゾール系配位子を有する金属錯体なども用いることができる。さらに、金属錯体
以外にも、ＰＢＤ（略称）や、ＯＸＤ－７（略称）、ＣＯ１１（略称）、ＴＡＺ（略称）
、ＢＰｈｅｎ（略称）、ＢＣＰ（略称）なども用いることができる。ここに述べた物質は
、主に１０－６ｃｍ２／Ｖｓ以上の電子移動度を有する物質である。なお、正孔よりも電
子の輸送性の高い物質であれば、これら以外のものを用いてもよい。また、電子輸送層は
、単層のものだけでなく、上記物質からなる層を２層以上積層したものを用いてもよい。
【００５１】
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　これ以外にも、ＰＦ－Ｐｙ（略称）、ＰＦ－ＢＰｙ（略称）などの高分子化合物を電子
輸送層に用いることができる。
【００５２】
　電子注入層を形成する場合には、電子注入性の高い物質を用いて形成する。例えば、フ
ッ化リチウム（ＬｉＦ）、フッ化セシウム（ＣｓＦ）、フッ化カルシウム（ＣａＦ２）等
のアルカリ金属、アルカリ土類金属、マグネシウム（Ｍｇ）、またはこれらの化合物が挙
げられる。また、電子輸送性を有する物質中にアルカリ金属又はアルカリ土類金属又はそ
れらの化合物を含有させたもの、例えばＡｌｑ中にマグネシウム（Ｍｇ）を含有させたも
の等を用いることもできる。
【００５３】
　電荷発生層を形成する場合には、電荷を発生する物質を用いて形成する。具体的には正
孔輸送性の高い物質とアクセプター性物質を含む層であり、アクセプター性物質によって
正孔輸送性の高い物質から電子が引き抜かれることにより電荷が発生する。
【００５４】
　電荷発生層に用いることができる正孔輸送性の高い物質としては、例えば、４，４’－
ビス［Ｎ－（１－ナフチル）－Ｎ－フェニルアミノ］ビフェニル（略称：ＮＰＢまたはα
－ＮＰＤ）やＮ，Ｎ’－ビス（３－メチルフェニル）－Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－［１，１
’－ビフェニル］－４，４’－ジアミン（略称：ＴＰＤ）、４，４’，４’’－トリス（
カルバゾール－９－イル）トリフェニルアミン（略称：ＴＣＴＡ）、４，４’，４’’－
トリス（Ｎ，Ｎ－ジフェニルアミノ）トリフェニルアミン（略称：ＴＤＡＴＡ）、４，４
’，４’’－トリス［Ｎ－（３－メチルフェニル）－Ｎ－フェニルアミノ］トリフェニル
アミン（略称：ＭＴＤＡＴＡ）、４，４’－ビス［Ｎ－（スピロ－９，９’－ビフルオレ
ン－２－イル）－Ｎ―フェニルアミノ］ビフェニル（略称：ＢＳＰＢ）などの芳香族アミ
ン化合物、３－［Ｎ－（９－フェニルカルバゾール－３－イル）－Ｎ－フェニルアミノ］
－９－フェニルカルバゾール（略称：ＰＣｚＰＣＡ１）、３，６－ビス［Ｎ－（９－フェ
ニルカルバゾール－３－イル）－Ｎ－フェニルアミノ］－９－フェニルカルバゾール（略
称：ＰＣｚＰＣＡ２）、３－［Ｎ－（１－ナフチル）－Ｎ－（９－フェニルカルバゾール
－３－イル）アミノ］－９－フェニルカルバゾール（略称：ＰＣｚＰＣＮ１）等が挙げら
れる。その他、４，４’－ジ（Ｎ－カルバゾリル）ビフェニル（略称：ＣＢＰ）、１，３
，５－トリス［４－（Ｎ－カルバゾリル）フェニル］ベンゼン（略称：ＴＣＰＢ）、９－
［４－（１０－フェニル－９－アントラセニル）フェニル］－９Ｈ－カルバゾール（略称
：ＣｚＰＡ）等のカルバゾール誘導体、等を用いることができる。ここに述べた物質は、
主に１０－６ｃｍ２／Ｖｓ以上の正孔移動度を有する物質である。但し、電子よりも正孔
の輸送性の高い物質であれば、これら以外のものを用いてもよい。
【００５５】
　さらに、ポリ（Ｎ－ビニルカルバゾール）（略称：ＰＶＫ）、ポリ（４－ビニルトリフ
ェニルアミン）（略称：ＰＶＴＰＡ）、ポリ［Ｎ－（４－｛Ｎ’－［４－（４－ジフェニ
ルアミノ）フェニル］フェニル－Ｎ’－フェニルアミノ｝フェニル）メタクリルアミド］
（略称：ＰＴＰＤＭＡ）ポリ［Ｎ，Ｎ’－ビス（４－ブチルフェニル）－Ｎ，Ｎ’－ビス
（フェニル）ベンジジン］（略称：Ｐｏｌｙ－ＴＰＤ）などの高分子化合物を用いること
もできる。
【００５６】
　また、電荷発生層に用いることができるアクセプター性物質としては、遷移金属酸化物
や元素周期表における第４族乃至第８族に属する金属の酸化物を挙げることができる。具
体的には、酸化モリブデンが特に好ましい。
【００５７】
　なお、上述したＥＬ層２０８に含まれる層（正孔注入層、正孔輸送層、発光層、電子輸
送層、電子注入層、電荷発生層）は、それぞれ、蒸着法（真空蒸着法を含む）、インクジ
ェット法、塗布法等の方法で形成することができる。なお、各層ごとに異なる成膜方法を
用いて形成してもよい。
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【００５８】
　なお、ＥＬ層２０８から得られる発光色は、ＥＬ層２０８に用いる発光物質の種類を変
えることで得られる。さらに、複数種の発光物質を同時に用いることでも得られる。従っ
て、赤色、緑色、青色、黄色、燈色、白色など所望の発光色とすることができる。
【００５９】
　図４（Ａ）における発光部２１５の部分拡大図である発光部２１５ａにおいて、破線Ｂ
－Ｂ’の断面図を図４（Ｂ）に示すが、図４（Ｂ）に示すようにＥＬ層２０８が、単一膜
で形成されるだけでなく、発光セグメント（２０５ａ、２０５ｂ、２０５ｃ）毎に異なる
材料でＥＬ層２０８が分離形成されていても良い。
【００６０】
　また、図４（Ａ）における破線Ｃ－Ｃ’の断面図を図４（Ｃ）に示すが、端部２１２お
よび端部２１３では、絶縁膜２１０上にＥＬ層２０８が積層された構造である。
【００６１】
　次に、図５に示すように第２の電極２０９を形成する。なお、第２の電極２０９の電極
材料としては、第１の電極２０７に用いることができる材料と同じものを用いることがで
き、同様の方法により形成することができる。
【００６２】
　図５（Ａ）における発光部２１５の部分拡大図である発光部２１５ａにおいて、破線Ｂ
－Ｂ’の断面図を図５（Ｂ）に示すが、図５（Ｂ）に示すように第２の電極２０９は、単
一膜で形成される。
【００６３】
　また、図５（Ａ）における破線Ｃ－Ｃ’の断面図を図５（Ｃ）に示すが、端部２１２で
は、第１の電極２０７と接するように接続端子２０２が設けられている。さらに、図５（
Ａ）における破線Ｄ－Ｄ’の断面図を図５（Ｄ）に示すが、端部２１４では、第２の電極
２０９と接するように接続端子２０２が設けられている。なお、接続端子２０２により第
１の電極２０７と第２の電極２０９とがそれぞれ外部電源と電気的に接続されている。
【００６４】
　なお、本実施の形態で示した照明装置において、発光部２１５にマトリクス状に形成さ
れる複数の発光セグメントからの発光は、第１の電極２０７側から得られる構成でも良い
が、第２の電極２０９側から得られる構成でも良い。さらには、第１の電極２０７および
第２の電極２０９の両電極側から光が得られる構成でも良い。ただし、少なくとも発光が
得られる側の電極材料として透光性の電極材料を用いる必要がある。
【００６５】
　以上により、本発明の一態様である照明装置を形成することができるが、本発明は、本
実施の形態で示した構成に限られることはない。
【００６６】
（実施の形態３）
　本実施の形態では、本発明の一態様である照明装置の具体的な一例として、発光セグメ
ントを構成するＥＬ層に白色発光が得られる材料を用いて形成し、カラーフィルタと組み
合わせることにより、フルカラー化を実現する照明装置の構成について図６を用いて説明
する。なお、図６に示す構成において、ＥＬ層からの発光は、図６（Ａ）に示す矢印の方
向（図面の上方）に射出されるものとする。
【００６７】
　図６（Ａ）において、第１の基板３０６上に第１の電極３０７が形成され、第１の電極
３０７および絶縁膜３１０上にＥＬ層３０８が形成されている。また、各発光セグメント
の形状に合わせた共通のサイズで、カラーフィルタ（３１２ａ、３１２ｂ、３１２ｃ）が
形成されている。これにより、照明装置で表示する模様を変更しても共通のカラーフィル
タを用いることができるので好ましい。
【００６８】
　なお、本実施の形態に示すＥＬ層３０８に用いる発光物質としては、白色発光が得られ
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るように発光物質の種類を適宜選択して混合して用いればよい。なお、発光物質としては
、具体的には、実施の形態２で示した発光物質を用いることができる。
【００６９】
　その他にも、異なる発光物質を含む層を積層することにより、白色発光が得られる構成
としても良い。具体的な積層の組み合わせとしては、赤、青及び緑色の光を含んで白色に
発光する構成であればよく、例えば、青色の蛍光材料を発光物質として含む第１の層と、
緑色と赤色の燐光材料を発光物質として含む第２の層を積層する構成が挙げられる。また
、赤色の発光を示す第１の層と、緑色の発光を示す第２の層と、青色の発光を示す第３の
層とを積層する構成とすることもできる。または、補色の関係にある光を発する層を積層
する構成であっても白色発光が得られる。このような補色の関係にある層を積層する場合
には青色の発光を示す層と黄色の発光を示す層との積層、あるいは青緑色の発光を示す層
と赤色の発光を示す層との積層などが挙げられる。
【００７０】
　なお、上述したような異なる発光色を示す層を積層する場合には、図６（Ｂ）に示すよ
うな構成としてもよい。すなわち、第１の電極３０７と第２の電極３０９との間に設けら
れるＥＬ層３０８において、異なる発光を示す層（３０８ａ、３０８ｂ）の間に電荷発生
層３１４を配置する構成としてもよい。
【００７１】
　なお、この場合、電荷発生層３１４は、正孔輸送性の高い物質にアクセプター物質が添
加された構成であっても、電子輸送性の高い物質にドナー性物質が添加された構成であっ
てもよい。また、これらの両方の構成が積層されていても良い。
【００７２】
　正孔輸送性の高い物質にアクセプター物質が添加された構成とする場合において、正孔
輸送性の高い物質としては、例えば、４，４’－ビス［Ｎ－（１－ナフチル）－Ｎ－フェ
ニルアミノ］ビフェニル（略称：ＮＰＢまたはα－ＮＰＤ）やＮ，Ｎ’－ビス（３－メチ
ルフェニル）－Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－［１，１’－ビフェニル］－４，４’－ジアミン
（略称：ＴＰＤ）、４，４’，４’’－トリス（Ｎ，Ｎ－ジフェニルアミノ）トリフェニ
ルアミン（略称：ＴＤＡＴＡ）、４，４’，４’’－トリス［Ｎ－（３－メチルフェニル
）－Ｎ－フェニルアミノ］トリフェニルアミン（略称：ＭＴＤＡＴＡ）、４，４’－ビス
［Ｎ－（スピロ－９，９’－ビフルオレン－２－イル）－Ｎ―フェニルアミノ］ビフェニ
ル（略称：ＢＳＰＢ）などの芳香族アミン化合物等を用いることができる。ここに述べた
物質は、主に１０－６ｃｍ２／Ｖｓ以上の正孔移動度を有する物質である。但し、電子よ
りも正孔の輸送性の高い物質であれば、上記以外の物質を用いても構わない。
【００７３】
　また、アクセプター性物質としては、７，７，８，８－テトラシアノ－２，３，５，６
－テトラフルオロキノジメタン（略称：Ｆ４－ＴＣＮＱ）、クロラニル等を挙げることが
できる。また、遷移金属酸化物を挙げることができる。また元素周期表における第４族乃
至第８族に属する金属の酸化物を挙げることができる。具体的には、酸化バナジウム、酸
化ニオブ、酸化タンタル、酸化クロム、酸化モリブデン、酸化タングステン、酸化マンガ
ン、酸化レニウムは電子受容性が高いため好ましい。中でも特に、酸化モリブデンは大気
中でも安定であり、吸湿性が低く、扱いやすいため好ましい。
【００７４】
　一方、電子輸送性の高い物質にドナー性物質が添加された構成とする場合において、電
子輸送性の高い物質としては、例えば、トリス（８－キノリノラト）アルミニウム（略称
：Ａｌｑ）、トリス（４－メチル－８－キノリノラト）アルミニウム（略称：Ａｌｍｑ３

）、ビス（１０－ヒドロキシベンゾ［ｈ］キノリナト）ベリリウム（略称：ＢｅＢｑ２）
、ビス（２－メチル－８－キノリノラト）（４－フェニルフェノラト）アルミニウム（略
称：ＢＡｌｑ）など、キノリン骨格またはベンゾキノリン骨格を有する金属錯体等を用い
ることができる。また、この他ビス［２－（２－ヒドロキシフェニル）ベンズオキサゾラ
ト］亜鉛（略称：Ｚｎ（ＢＯＸ）２）、ビス［２－（２－ヒドロキシフェニル）ベンゾチ
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アゾラト］亜鉛（略称：Ｚｎ（ＢＴＺ）２）などのオキサゾール系、チアゾール系配位子
を有する金属錯体なども用いることができる。さらに、金属錯体以外にも、２－（４－ビ
フェニリル）－５－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－１，３，４－オキサジアゾール
（略称：ＰＢＤ）や、１，３－ビス［５－（ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－１，３，
４－オキサジアゾール－２－イル］ベンゼン（略称：ＯＸＤ－７）、３－（４－ビフェニ
リル）－４－フェニル－５－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－１，２，４－トリアゾ
ール（略称：ＴＡＺ）、バソフェナントロリン（略称：ＢＰｈｅｎ）、バソキュプロイン
（略称：ＢＣＰ）なども用いることができる。ここに述べた物質は、主に１０－６ｃｍ２

／Ｖｓ以上の電子移動度を有する物質である。なお、正孔よりも電子の輸送性の高い物質
であれば、上記以外の物質を用いても構わない。
【００７５】
　また、ドナー性物質としては、アルカリ金属またはアルカリ土類金属または希土類金属
または元素周期表における第１３族に属する金属およびその酸化物、炭酸塩を用いること
ができる。具体的には、リチウム（Ｌｉ）、セシウム（Ｃｓ）、マグネシウム（Ｍｇ）、
カルシウム（Ｃａ）、イッテルビウム（Ｙｂ）、インジウム（Ｉｎ）、酸化リチウム、炭
酸セシウムなどを用いることが好ましい。また、テトラチアナフタセンのような有機化合
物をドナー性物質として用いてもよい。
【００７６】
　電荷発生層３１４を配置することにより、電流密度を低く保ったまま、高輝度領域での
発光が得られるため、長寿命素子を実現することができる。また、電極材料の抵抗による
電圧降下を小さくすることが可能となる。
【００７７】
　また、第１の基板３０６は、第２の基板３１１とシール材３１５により貼り合わされて
おり、第２の基板３１１の各発光セグメント（３０５ａ、３０５ｂ、３０５ｃ）と重なる
位置には、所望の発光色が得られるようにカラーフィルタ（３１２ａ、３１２ｂ、３１２
ｃ）が形成されている。なお、カラーフィルタ（３１２ａ、３１２ｂ、３１２ｃ）として
は、例えば、赤色（Ｒ）のカラーフィルタ、緑色（Ｇ）のカラーフィルタ、青色（Ｂ）の
カラーフィルタなどを用いることができる。各カラーフィルタは、公知の材料を用いて、
印刷法、インクジェット法、フォトリソグラフィ技術を用いたエッチング方法などでそれ
ぞれ所望の位置に形成することができる。また、各カラーフィルタ（３１２ａ、３１２ｂ
、３１２ｃ）の間には、それぞれブラックマトリクス（ＢＭ）３１３が設けられている。
【００７８】
　なお、第２の基板３１１に用いる材料としては、第１の基板３０６と同様の材料を用い
ることができるものとする。
【００７９】
　以上により、フルカラー化を実現する照明装置を作製することができる。なお、本実施
の形態で示す照明装置は、ＥＬ層を塗り分けることなくフルカラー化を図ることができる
ため、作製プロセスを容易にすると共に、歩留まりを向上させることができる。
【００８０】
　本実施の形態に示す構成は、他の実施の形態に示した構成と適宜組み合わせて用いるこ
とができる。
【００８１】
（実施の形態４）
　本実施の形態では、本発明の一態様である照明装置の具体的な一例として、発光セグメ
ントを構成する第１の電極（４０７ａ、４０７ｂ、４０７ｃ）、ＥＬ層（４０８ａ、４０
８ｂ、４０８ｃ）、および第２の電極（４０９ａ、４０９ｂ、４０９ｃ）が、それぞれセ
グメントごとに分離形成されており、各発光セグメントのＥＬ層（４０８ａ、４０８ｂ、
４０８ｃ）が異なる発光色を示すように形成される構成について、図７を用いて説明する
。
【００８２】
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　図７（Ａ）において、第１の基板４０６上に第１の電極（４０７ａ、４０７ｂ、４０７
ｃ）は、それぞれ分離して形成されており、これらの電極間には、絶縁膜４１０が設けら
れている。なお、本実施の形態で説明する図７の場合は、第１の電極（４０７ａ、４０７
ｂ、４０７ｃ）の面積は全て同じであり、第１の電極（４０７ａ、４０７ｂ、４０７ｃ）
上に形成される絶縁膜の開口部の大きさによって各発光セグメントの発光領域が決まる。
しかし、本発明はこれに限られることはなく、第１の電極（４０７ａ、４０７ｂ、４０７
ｃ）の面積を発光セグメント毎に変えることにより各発光セグメントの発光領域を変える
構成としても良い。
【００８３】
　なお、第１の電極（４０７ａ、４０７ｂ、４０７ｃ）に用いる材料としては、実施の形
態２で説明したものと同様のものを用いて同様の方法で形成することができるものとする
。また、第１の電極（４０７ａ、４０７ｂ、４０７ｃ）の分離形成の際には、フォトリソ
グラフィ工程により形成されたマスクを用いたエッチング処理を行えばよい。
【００８４】
　また、第１の電極（４０７ａ、４０７ｂ、４０７ｃ）上に分離形成されるＥＬ層（４０
８ａ、４０８ｂ、４０８ｃ）は、それぞれ異なる発光色を示すように適宜材料を選択して
形成すればよい。なお、ＥＬ層（４０８ａ、４０８ｂ、４０８ｃ）に用いる材料としては
、実施の形態２で説明した材料を用いて同様の方法で形成することができるものとする。
【００８５】
　なお、ＥＬ層（４０８ａ、４０８ｂ、４０８ｃ）の構成としては、図７（Ｂ）に示すよ
うな構成であっても良い。
【００８６】
　図７（Ｂ）には、図７（Ａ）の発光部４１６の一部の上面図を示しており、各発光セグ
メントの発光領域の面積の大きさに応じて面積が異なるＥＬ層（４０８ａ－１～４０８ａ
－３、４０８ｂ－１～４０８ｂ－３、４０８ｃ－１～４０８ｃ－３）が形成される様子を
示す。また、図７（Ｂ）で示すＥＬ層の形状は円形であり、蒸着法だけでなくインクジェ
ット法などを用いてＥＬ層を形成する場合にも適する。
【００８７】
　また、ＥＬ層（４０８ａ、４０８ｂ、４０８ｃ）上には、第２の電極（４０９ａ、４０
９ｂ、４０９ｃ）がそれぞれ分離して形成されている。なお、第２の電極（４０９ａ、４
０９ｂ、４０９ｃ）のそれぞれは、隣り合う一方の発光セグメントの第１の電極と電気的
に接続されている。従って、本実施の形態に示す照明装置において、発光部に複数形成さ
れる発光セグメントは、全て電気的に接続された構成を有する。なお、全ての発光セグメ
ントが直列に接続された構成であっても良いし、並列に接続された発光セグメントと直列
に接続された発光セグメントとが組み合わされた構成であっても良い。
【００８８】
　複数の発光セグメントが形成された第１の基板４０６には、シール材４１５により第２
の基板４１１が貼り合わされている。なお、第２の基板４１１に用いる材料としては、実
施の形態３で説明した材料を用いることができるものとする。
【００８９】
　本実施の形態に示す構成では、各発光セグメントのＥＬ層が分離して形成されているの
で、１つの発光セグメントにおいて短絡が生じた場合であっても、他の発光セグメントに
影響を与えることなく他の発光セグメントを発光させることができる。
【００９０】
　なお、本実施の形態に示す構成は、他の実施の形態に示した構成と適宜組み合わせて用
いることができる。
【００９１】
（実施の形態５）
　本実施の形態では、本発明の一態様である照明装置について、図８を用いて説明する。
なお、図８（Ａ）は、照明装置６００を示す上面図、図８（Ｂ）は図８（Ａ）をＡ－Ｂで
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切断した断面図である。
【００９２】
　図８（Ａ）に示す照明装置６００は、発光部６１４に複数の発光セグメントがマトリク
ス状に形成されており、各発光セグメントの一方の電極が第１の端子６０３と電気的に接
続されており、各発光セグメントの他方の電極が第２の端子６０４と電気的に接続された
構造を有する。
【００９３】
　図８（Ｂ）に示す照明装置６００は、第１の基板６０１上に、第１の電極６０５、ＥＬ
層６０６、および第２の電極６０７を含む発光セグメント６０８を有する。
【００９４】
　図８（Ｂ）に示すように第１の端子６０３は補助配線６１０および第１の電極６０５に
電気的に接続されている。また、第２の端子６０４は第２の電極６０７と電気的に接続さ
れている。また、第１の電極６０５の端部、および補助配線６１０と第１の電極とが積層
されている第１の電極６０５上には、絶縁層６０９が形成されている。なお、図８（Ｂ）
においては、補助配線６１０の上に第１の電極６０５が形成されているが、第１の電極６
０５の上に補助配線６１０が形成されていてもよい。
【００９５】
　また、第１の基板６０１と第２の基板６０２はシール材６１２によって接着されている
。また、第１の基板６０１と第２の基板６０２との間には、乾燥剤６１１を有する。
【００９６】
　さらに、屈折率の高い発光セグメントとそれより屈折率が低い基板との間に微細な凹凸
構造を有する光取り出し構造６１３ａを設け、第１の基板６０１と大気との間に光取り出
し構造６１３ａよりも大きな凹凸構造を有する光取り出し構造６１３ｂを設ける。なお、
このような光取り出し構造は、第１の基板６０１の上部、下部、または両方に設けていて
も良い。
【００９７】
　図８（Ｂ）に示す照明装置は、発光セグメント６０８からの発光を第１の電極６０５側
から取り出す、いわゆるボトムエミッション型の照明装置であるが、本発明はこれに限ら
れることはなく発光セグメント６０８の第２の電極６０７側から光を取り出すトップエミ
ッション型の照明装置を形成することもできる。
【００９８】
　なお、図８（Ａ）に示す照明装置６００の形状は八角形であるが、本発明の一態様はこ
れに限られない。照明装置６００は、その他の多角形または曲線をもつ形状としてもよい
。特に、照明装置６００の形状としては、三角形、四角形、正六角形などが好ましい。限
られた面積に複数の照明装置６００を隙間無く設けることができるためである。
【００９９】
　以上のようにして、本発明の一態様である照明装置を得ることができる。なお、本発明
の一態様である照明装置は、発光部にＴＦＴなどの素子を設けることなく所望の表示が可
能であるので、作製プロセスを容易にすると共に歩留まりを向上させ、さらに製造コスト
を低減させることができる。
【０１００】
　なお、本実施の形態に示す構成は、他の実施の形態に示した構成と適宜組み合わせて用
いることができる。
【０１０１】
（実施の形態６）
　本実施の形態では、本発明の一態様である照明装置の一例について、図９を用いて説明
する。
【０１０２】
　なお、本実施の形態に示す照明装置は、実施の形態１乃至実施の形態５で説明した照明
装置を適用して形成することができる。
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【０１０３】
　図９は、本発明の一態様である照明装置を室内の照明装置８００１として用いた例であ
る。なお、照明装置は大面積化も可能であるため、大面積の照明装置を形成することもで
きる。その他、曲面を有する筐体を用いることで、発光領域が曲面を有する照明装置８０
０２を形成することもできる。本実施の形態で示す照明装置に含まれる発光素子は薄膜状
であり、筐体のデザインの自由度が高い。したがって、様々な意匠を凝らした照明装置を
形成することができる。さらに、室内の壁面に大型の照明装置８００３を備えても良い。
【０１０４】
　また、本発明の一態様である照明装置は、すべて透光性の材料で形成することにより窓
ガラス８００４としても用いることができる。
【０１０５】
　さらに、本発明の一態様である照明装置をテーブル８００５の表面に用いることにより
テーブルとしても用いることができる。なお、その他の家具の一部に照明装置を用いるこ
とにより、家具としても用いることができる。
【０１０６】
　以上のようにして、本発明の一態様である照明装置は、様々な用途に用いることができ
る。なお、本発明の一態様である照明装置は、発光部にＴＦＴなどの素子を設けることな
く所望の表示が可能であるので、作製プロセスを容易にすると共に歩留まりを低下させ、
さらに製造コストを低減させることができる。
【０１０７】
　なお、本実施の形態に示す構成は、他の実施の形態に示した構成と適宜組み合わせて用
いることができる。
【符号の説明】
【０１０８】
１０１　　照明装置
１０２　　接続端子
１０４　　発光部
１０６　　第１の基板
１０７　　第１の電極
１０８　　ＥＬ層
１０９　　第２の電極
１１０　　絶縁膜
２０２　　接続端子
２０６　　第１の基板
２０７　　第１の電極
２０８　　ＥＬ層
２０９　　第２の電極
２１０　　絶縁膜
２１２　　端部
２１３　　端部
２１４　　端部
２１５　　発光部
２１５ａ　　発光部
３０６　　第１の基板
３０７　　第１の電極
３０８　　ＥＬ層
３０９　　第２の電極
３１０　　絶縁膜
３１１　　第２の基板
３１３　　ブラックマトリクス（ＢＭ）



(17) JP 5964070 B2 2016.8.3

10

20

３１４　　電荷発生層
３１５　　シール材
４０６　　第１の基板
４１０　　絶縁膜
４１１　　第２の基板
４１５　　シール材
４１６　　発光部
６００　　照明装置
６０１　　第１の基板
６０２　　第２の基板
６０３　　第１の端子
６０４　　第２の端子
６０５　　第１の電極
６０６　　ＥＬ層
６０７　　第２の電極
６０８　　発光セグメント
６０９　　絶縁層
６１０　　補助配線
６１１　　乾燥剤
６１２　　シール材
６１３ａ　　光取り出し構造
６１３ｂ　　光取り出し構造
６１４　　発光部
８００１　　照明装置
８００２　　照明装置
８００３　　照明装置
８００４　　窓ガラス
８００５　　テーブル
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